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アメリカの小児科の風景から

　アメリカに転勤した息子の嫁が 3歳のこどもを，小児
科の検診に連れていった．事前にクリニックから送られ
てきた問診票はなんと15枚．デジタル最先端のアメリカ
なのに，アナログで，しかも枚数の多さに驚いた．問診
票に事前に記入して，クリニックに行った．医師は日本
語を話せる先生で，問診票の質問に答えるこどもと親の
2人の表情を観ながら，いろいろな話をしてくれる．身
長は，ベッドの上にこどもを寝転がらせて，紙の上に
マーキングして計測する．こどもは嫌がらず，医師との
時間を楽しむ．
　こどもが発熱して小児科に受診したときも，驚いた．
受診翌日に，先生から電話がかかってきた．日本のクリ
ニックでは風邪症状で経過を気にして電話をいただくこ
となどまずないので，驚いた．先生はこどもの経過を
じっくりと聴き，自宅でできる治療法を教えてくれた．
その方法は，日本の医師の口からは出てこないような治
療法だった．
　DXが進むアメリカ社会だが，人と人の接点を大事に
している．患部とパソコンの画面だけを見て，患者さん
の目を見て話さない日本の医師とは違う．

1．スーパーの風景

　その国を知るために，地元の市場やスーパーマーケッ
トに行くことがある．イタリアのシチリアを訪ねたとき
の話．街の広場や通りに，市が立ち，露店が並ぶ．骨董，
美術品，書籍，日常品に，食材や食品が売り買いされる．
週末の蚤の市だけではなく，平日にも朝市がたつ．農家

や漁師が市に持ち込む．シチリアの多様多彩な食材だけ
でなく，オリーブオイル，トマトソース，レモンのマー
マレード，チーズや加工食品なども並び，地域の人がそ
の日の食材を買う．食の生産地と食卓が直接つながる．
朝市での生産者とお客さまの対話の内容が濃い．シチリ
アの街は，朝と夜で変わる．夜にも露店が立つ．レスト
ランは通りにテーブルを並べ，屋台も出る．人と人の会
話が進み，にぎわいの熱量が高まっていく．
　イタリアのスーパーで，日本と違うシーンを観た．レ
ジでは店員さんがお客さまと会話をしている．野菜，精
肉，鮮魚コーナーには，店の人が立ち，お客さまに声を
かけている．この食材で，こんな料理をしたらどう？―

そんな会話が飛び交う．売り場で声をかけている店員は
コーナーの食材・加工品を把握しているだけでなく，料
理にも詳しい．お客さまは，店の人とのやり取りを楽し
む．スーパーは楽しく活気がある．商品の売り買いの関
係をこえた地域の人と人の交流をおこなっている．
　一方，日本はどうか？公設市場が消え，シャツター商
店街が増え，地域で作ったモノが地域で流通しなくなり，
お客さまと地域の店の人が会話する場所が減って，買い
物をする楽しさやワクワク感が無くなっている，地域の
情報が流通しなくなっている．
　スーパーやコンビニは，人手不足のため，効率化・経
費削減を目的に，セルフレジ化を進め，野菜・精肉・精
魚コーナーで店の人を見かけなくなり，店で会う店の人
は商品補充ばかり．ロボットが出迎え，入店から退店ま
で店の誰とも会わない，無人化・無言化した店が未来の
スマートな店だというが，人々は，そんな無人化，無言
化した店を求めているのだろうか？誰とも接点のない，
誰とも話さない店に行きたいだろうか？

2．食卓の風景

　イタリアのランチは「13時半から」が多い．小・中学
校は午前中で授業が終わる．祖父母が子どもを迎えにい
き，両親は仕事場から家に帰ってきて，家族みんなでラ
ンチを食べる．なぜそんなことをしているのか？とイタ
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リア人に訊ねると，「家族だから，一緒に食事するのはあ
たり前じゃないか」と怪訝な顔をされた．
　だからイタリアのランチは13時半から．イタリアの家
族は 2世代， 3世代の同居・近居が多い．まず家族があ
り，家族がつながるための「食」があり，家庭の食卓だ
けでなくリストランテやトラットリアやバルにも家族，
友人が集まる．ディナーは 3時間 4時間もつづく．料理
が出てくるのが遅いなどとは言わない，シェフが一所懸
命つくってくれているのだからと気にしない．みんなが
集まって語りあう時空間に「料理」がある．イタリア人
がなにを守り，なにを大切にしようとしているのかは明
らかである．
　では，日本はどうか？戦後日本の地方から都市への人
口大移動は，標準家族像を 3世代・ 2世代家族から核家
族に変えた．家のなかの人が減り，単身者が多い社会と
なった．戦後の80年は家族のカタチを変えるとともに，
食のカタチも変えた（図 1）．

図 1　家族のカタチの変容

　かつて日本も家族みんなで昼食をとっていた．家庭の
料理で劇的なことがおこったのは2000年代で，日本の料
理レシピの標準メニューが 4人分から 2人分に変わった．
1950～60年に 6人だった標準家族が80年代に 5人となり，
4人， 3人となり，2000年代に夫婦のみか単身世帯が増
え， 1～ 2人家族が半数を超えて，レシピメニューが 2
人分となった．
　 1人で食べる孤食が増えている．平成29年度食育白書
によれば，「週の半分以上，一日のすべての食事を一人で
食べている「孤食」の人は約15％になった」という1）2）．
　韓国では「食事，食べた？」という挨拶があるという．
「食口（しっく）」という韓国語は家族を意味する．食事を
ともにする関係が“家族”，一緒に働く人という意味でも
ある．韓国でも「食」が家族や仲間をつなぐ役割を果たす．
　また英語 companyの意味も深い．語源のラテン語
companionは，ともに（com）パン（panis）を食べる
（ion）仲間を意味する．食が会社の人と人をつなぐのが
本質である．では日本の会社＝companyはどうか？社員
の交流の場だった「社員食堂」が会社から減り，昼食は
事務所のデスクや会議室や公園のベンチや車のなかで，
コンビニ弁当やおむすびやパンでひとりで済ます人が増
えている．空腹を満たすために食を摂るための時間にな
り，昼の休憩時間から社員のつながる場が減っている．

図 2　家庭の食卓の変化

　日本の家庭の食卓の風景も，戦後，大きく変った．卓
袱台に座り，家族が輪になって食事をしていたのは，そ
んなに古くない．卓袱台が普及する前は，囲炉裏端に家
族が集まって，火を囲んで輪になって食事をしていた．
家族それぞれが座る場所が決まっていて，その日にあっ
たこと，楽しかったこと，嬉しかったこと，悔しかった
こと，困っていることを，食事をしながら，だれかが喋
り，みんなが耳を傾けて，話をしあった．食事をしなが
ら，家族みんなの状況を共有していた（図 2）．
　家のまるい卓袱台から祖父母がいなくなり，四角の
テーブルに変わり，そこから父がいなくなり，こどもひ
とり大人ひとりの食卓となり，食卓すらない家も増え，
食卓に並ぶ品目が減り，パン食となって，食器も減った．
スマホが増えて，食卓での会話量が減り，つながりがさ
らに薄れていった．そんな食卓の風景が，コロナ禍を契
機に変わりつつある．

3．コロナ禍は明治維新以降の 3度目の大断層

（1）コロナ禍前が分からなくなってくる
　10年後20年後から振り返ったときに，「あれから変わっ
た」という出来事・災禍・事件がある．2020年に始まっ
たコロナ禍は，明治維新・敗戦につづく，日本にとって
3度目の大断層であり，コロナ禍前とコロナ禍後の狭間
という時代の岐路に立っている．
　明治維新から157年，戦後80年で，機能不全となってい
た政治・社会・産業・経済システムが次々とリセットさ
れつつある．コロナ禍を契機とした構造変化に，社会的
価値観・意識が変わり，新たな技術開発や知的基盤（歴
史・文化）を核に，生活・行動様式を変え，時間と場と
機会が転換され，都市や地域，産業・経済を変えていく
社会構造変化が進んでいる（図 3）．
　変化には目に見える変化と見えにくい変化があるが，
時が経てば変化は決定的になる．「コロナ禍が収束すれば
元に戻るだろう」と時計を止めた人や企業も，2023年の
新型コロナ 5類移行でテレワークから出社スタイルに戻
したとき，「コロナ禍前はどうだったのか」が思い出せな
いくらい環境が変わってしまっていることに気がつい
た3）．

（2）技術と生活・社会との乖離が拡がる
　未来を展望するなかで，技術をどう位置づけるかが肝



要である．技術は驚くほどのスピードで進み，その変
化・影響は広範囲にわたる．技術が，社会を，産業を，
経済を変えるという面もあるが，生活・社会への実装は
そんな単純なものではない．
　筆者は大阪大学 Society5.0実現化研究拠点支援事業ラ
イフデザイン・イノベーションプロジェクトにかかわっ
ている．DX・AI・ロボットなど技術を活用したデジタル
データと生活・社会価値創造を生みだす未来社会実装が
目的であるが，未来の社会・生活・都市の姿を洞察でき
ないと，技術を用いたデータと社会はつながらない．AI

は未来を展望するうえで必要となる技術だが，人間が読
み解かないと見えない領域がある．
　しかし現在の企業や組織では，生活者の姿・息遣いや
動きが見えなくなりつつある．社会・市場の変化・生活
者のインサイトがつかめなくなりつつある．社会課題の
解決をおこなうことが大切だといっても，課題が見えて
いない．だから仮説がたてられない．技術と生活・社会
が乖離しているから，モノが売れない，サービスが評価
されない．
　本来，それは個人，企業や組織が持っていた力だった
が，事業・組織活動のなかで市場・生活者の姿が想像で
きなくなっている．見えているモノ・コトしか見なくな
り，見えていないモノ・コトを見ようとしなくなってい
る．現在につながる過去を振り返らなくなり，過去が消
えた．企業・組織・個人の知識・知恵・経験の蓄積であ
る「知的基盤」が脆弱となり，未来が読めなくなりつつ
ある．技術は進歩するが，生活・社会との乖離が拡がっ
ている．

（3）コロナ禍を契機におこっている真の変化
　2020年の新型コロナウイルス感染対策としての「行動

抑制・制限」が強制的にとられた．テレワーク・オンラ
イン化は，ライフスタイル・ビジネススタイルなど行動
様式を変化させ，「いつでも・どこでも・だれとでもつな
がれる」社会に転換させようとしているが，それは目に
見える変化であり，真の変化はそれだけではない（図
4）．

図 4　コロナ禍での会社食堂の風景

　真の変化は「価値観」の変化である．たとえば働きが
い・生きがいを与えてくれると思っていた会社が，必ず
しもそういう場所ではないことに気づいた．テレワーク
が増え，接待・出張・転勤が減って，家でみんな一緒の
生活時間，自分時間が増え，家のなかの親と子・家族・
友人・近所の人との関係の意味を再発見した．お洒落を
して都心に出て絵を観たりコンサートに行ったりブラン
ドショップでショッピングして三つ星レストランで料理
を食べることが夢だったが，家族みんなで料理をつくり
普段着で食べることがなによりの喜び，大切な人とつな
がる時間が大切だと気づいた人々が増え，それに向けて
行動しはじめている．

図 3　コロナ禍による社会変化の構造



4．コロナ禍後はどんな社会になるのか？

　仕事は会社でおこなうものではなくなりつつあり，会
社のカタチが変わりつつある．会社に行って働くことが
前提である「会社勤め」という言葉がなくなりつつある．
会社勤めというスタイルは約100年前に始まり，戦後に本
格化した様式だが，永続的ではなく，変化しつづける．
これからの社会がどうなるのかを展望するうえで，現在
の社会で起こっている「構造」を読み解き，「現在」につ
ながっている過去を掘り起こし，「現在」に埋めこまれて
いる「未来」を発見しなければならない．

（1）テレワークが生活・社会を変えている
　東京と大阪の新幹線による移動時間が「勤務扱い」と
なる企業があらわれた．出張で新幹線のなかで仕事をす
ることは，これまでもあった．長時間通勤，新幹線通勤
する人も増えていた．新幹線や特急による移動時間が通
常の勤務となり，新幹線や特急の車内が仕事場になる．
勤務地を選ばない働き方を求める人，転宅を伴う転勤を
したくない人が増え，テレワークが働く人にとって「普
通の働き方」として受け入れられつつある．テレワーク
によって，会社はときどき行く場所になった，仕事をす
る場所を変えることができるようになりつつある．会社，
仕事，通勤の定義が変わろうとしている．
　現状のテレワーク運用の課題はある．シンクロニシ
ティ（共時性）が担保されていない会社・組織が多いた
め，みんなが出社しないと生産性が悪い，みんなが会社
に集まらないとコミュニケーションがとりづらいから，
アイデアが湧かないから，テレワークをやめて出社に戻
す会社も多い．しかし本当にそうだろうか？出社しても，
組織内外で会話しないことも多い．会社のデスクに座っ
ているだけで，アイデアが湯水のように湧いていたとは
思えない．
　テレワークから出社に戻すという会社も多いが，実態は

テレワークと出社のハイブリッドである．テレワークと出
社をどう組み合わせるかは，各社の文化，職場のマネジメ
ントと個人の仕事の進め方の領域である．テレワークをす
るのかしないのかの二者択一ではなく，ワーク＆ライフの
ハイブリッド時代になったというのが変化の本質である．
　ただし昔の日本のような，みんな一緒の時代ではない．
業態・業種によってバラバラ，会社によってバラバラ，
部署によってバラバラ，世代によってバラバラ，地域に
よってバラバラ．テレワークが働き方として定着して，
職場・個人ごとに決める自由度が高まっている．テレ
ワークだけではない．それ以外の働き方も，これまでに
なかったこと，今までならばありえないと思っていたこ
とが，いろいろな場所でおこっている．なにが現在おこ
ろうとしているのか？

（2）場と時間の構造が変わろうとしている
　テレワークが拡がるなか，仕事の場所が変わりつつあ
る．仕事は会社のなかでするものから，「自分が仕事をす
る場所」が仕事場となろうとしている．仕事の目的によっ
て仕事をする場所を変え，自らが働きやすい場所が仕事場
になりつつある．仕事の場所の変化によって，家と会社の
関係が変りつつある．このようにライフとワークの領域が
それぞれ拡張して，融合して，混ざり合いつつある（図
5）．
　技術が社会を変えてきた．これまで輸送技術の進歩は，
ヒト・モノの物理的移動革命をおこして，「時間の構造」
を変えてきた．オンライン・テレワークは，ライフスタ
イルとビジネススタイルを変え，時間・金の使い方を変
え，分かれていた都心と郊外と情報空間の関係を融合さ
せつつある．IT・DXの社会実装がすすみ，さらにロボ
テック，AI，メタバース，5G，生成 AIが加速すること
で，「場と時間の構造」を大きく変えていくことになる
（図 6）．

図 6　コロナ禍を契機とした都心と地域の構造変化図 5　コロナ禍を契機としたライフとワークの場の変化



（3）“コロナ”時代最大の変化―関係性の変化
　2023年 5 月に新型コロナウイルス感染症は 5類に移行
したが，コロナ禍は終わったわけではない．令和一桁時
代は混沌と浮足立つ空気につつまれ，“コロナ”時代とな
る．2020年のコロナ感染拡大当初は「コロナ『下』」と
言っていたが，「コロナ『禍』」に呼び方が変わり，以来
『禍』という漢字が主に使うようになったが， この「禍」
という漢字には深い意味がある．「災」という漢字は，元
に戻せる，壊れたものは直せる，なくなったものはつく
り直せるという意味がある．一方，「禍」は元に戻らない
という意味があり，コロナが収束しても，元には戻らな
いことがあるという．
　新型コロナウイルス感染拡大はまさに「禍」である．
コロナ禍前とコロナ禍後に分かれるモノ・コトがある．
コロナ禍で変化が進み，コロナ禍前がどうだったのかが
分からなくなってきているモノ・コトがある．
　コロナ禍で変化しつつあるモノ・コトのなかで最大の変
化は，『関係性の変化』ではないだろうか．会社と家庭の
関係，会社と家庭と近所の関係，東京と地方の関係，都
市と郊外と地方の関係，子ども世代と現役世代とシニア世
代の関係を変えつつある．この関係性の変化が，ライフス
タイル・ビジネススタイルを変え，価値観を変え，生活・
社会を変え，ビジネスを変えようとしている（図 7）．
　オンライン・リモート・テレワークによる「場所と時
間の構造」の変化が，社会的価値観と個人の価値観を変
えつつある．価値観の変化はワークスタイルやライフス
タイルなどの行動様式を変え， 1人 1人が願うありたい
姿を追い求めて，その実現をめざしていく．
　変化はすでにはじまっている．たとえばビジネス．ビジ
ネスの主語が変わろうとしている．「会社が」から「わた
しが」に変わろうとしている．会社勤め・企業人・会社員

の主語は「会社」だったが，「わたし」が主語に変わろう
としている．そう考える人が多くなることで，会社，生
活，家庭は変わりつつある．凄まじい変化がおこりつつあ
る．私たちは，現在，そのような歴史的変革期にいる．

5．Well-Being―これからの社会を読み解く「生き方」

　「これからの社会はWell-Beingだ」―それはそのとおり
である．コロナ禍に入り，オンライン・テレワーク時代
となって，働き・学び・暮らし・遊び方が変わり，生
活・社会が大きく変わろうとしている．前述したように
生活・社会は，技術革新だけでは変わらない．人々の価
値観が変わり，技術とつながり，行動様式が変わらない
と，生活・社会は変わらない．その変化の核となる価値
観がWell-Beingではないか？
　問題はそのWell-Beingである．ある人は健康な状態だ
といい，ある人は幸福な状態だという．そんな漠然とし
た概念が，未来展望・未来設計を描きにくくしている．

（1）Well-Being の「Being」の本質
　Well-BeingはWellness（心身の健康維持・増進を図る
生活態度・行動）と混同され，Well-Beingを「心身とも
に健康」という意味でとらえる人が多い．バイタルデー
タ等を組合せて指標をつくり，データサイエンスを駆使
することでWell-Beingを実現すると考える人もいる．そ
れらがWell-Beingの本質だろうか？
　Well-Beingを分解する．まず後半のBeingとはなにか．
Beingの Beは be動詞である．「Be」というと，日本人
に馴染みのある言葉がある．
　・Boys, Be ambitious !（札幌農学校クラーク博士）
　・Let It Be（ビートルズ）
　BeingのBeはこのBe．Beは英語．英語「Be」の語源

図 7　コロナ禍を契機とした関係性の変化



は，ラテン語の「esse」で，キリスト教のスコラ哲学由
来で，神からものに付与される「存在性」，あり様，存し
ているということ．漢字では「有」，日本語では「ある」
「いる」．
　つまり「esse」とは生活（生きる活動）・暮らすための
技術・方法・工夫というよりも，「そこで生きている様」
「そこで過ごしている様」「そこで暮らしている様」をあ
らわしている．よってラテン語 esseを語源とした Being

は，「生きている様」と考えるべきである．

（2）Well-Being の「Well」の意味
　次にWell-Beingの「Well」とはなにか．普通は「よい」
と訳され，「良い」という漢字があてられる．この「良
い」とは Good．Goodには基準があって，それよりいい
という「良い」であるが，Well-Beingの「Well」は「佳
い」という漢字のほうが相応しい．
　つまり「良い」と「佳い」は同じ「よい」でも，意味
がちがう．「佳」の字源は横から見た人の象形で，縦横を
重ねて中心であるとともに均整がとれている人の姿をあ
らわしている．つまり佳とは美しいこと．Well-Beingの
Wellは，この「佳い」といえる．
　「佳い」はさらに深い意味をもっている．ぐずる赤ちゃ
んに対して，私たちはこう声をかける―「よしよし」．こ
の「よし」は「佳し」で，赤ちゃんやこどもに「よしよ
し」というのは，「泣くな泣くな，大丈夫．あなたは誰に
も否定されないよ．そのままでいいんだ」という意味を
込めて，声をかけている．また目下の相手の希望を承知
したり，目下の相手をなだめたり力づけたりするときに
「よしよし」というが，この「よしよし」にも，「あなた
はだれにも否定されないから」という意味が込められて
いる．
　では，そのよしよしとは，なにを「佳し」とするのだろ
うか．人にはそれぞれの考え方がある，あなたは今のまま
でいい，あなたがそうおもうのなら，そのとおりでいい．
　つまり，Well-Beingは「佳く生きる」ということ．

（3）Well-Being から，未来展望の見取り図を描く
　Well-Beingには，もうひとつの誤解がある．「心身とも
に良好」という文脈で使われるWellnessと重なり，Well-

Beingを健常者だけのもののように扱われるが，Well-

Beingは障がい者にもあてはまる．精神を病んだり傷つ
いている人にも，同じくWell-Beingがある．Wellnessに
重なり，Well-Beingを「健全であれ」という意味で受け
とめられがちだが，そういう意味だけではない．もっと
広く深く―これでいいのかな？「それでいいんだよ」で
ある．これがWell-Beingである．
　ともすれば，「これでいいのかな？」「他の人はこんな

ことをしている」「どうしたらいいのだろうか？」「なに
かしなければだめじゃないか」と不足に思ったり，不満
に怒ったり，迷ったり，悩んだりしてしまいがちだが，
一所懸命に生きているあなたは，現在のあなたでいい．
それが「佳く生きる」ということ．そんな心境がWell-

Being．Well-Beingをたんに心身ともに健康・幸福という
ようなステレオタイプに捉えていたら，大切なことが見
えなくなる．Well-Beingを「佳く生きる」と捉えたら，
これからの生活・社会の見取り図が見えてくる4）．

6．�Well-Beingな生活と社会―これからの家政学の
ために

（1）リアル空間とメタバース空間を同時に生きる時代
　私たちは現在どこにいるのだろう？どこで，だれと，
なにをしているのだろう？どこか落ち着かなく，ふわふ
わと，不安定な感覚で立っている．それはテレワークが
増えていくなか，そう感じるようになっただけではない．
1995年に日本のインターネットが誕生して，身体と頭・
心が離れだした．現実とフィクションが混ざり合い，リ
アル空間とメタバース空間のなかを混然と生きている．
自分がどこにいるのか分かりにくくなっている．
　テレワークが進み， 1億人の日本人全員が東京にいる
ようなメタバース空間ができている．オンライン会議や
オンラインビジネスが普通になって，東京や都心へは毎
日は行かなくていいという状況になった． 現実の「私」
は郊外・地方の家にいるが，パソコン・スマホを見る
「私」は東京にいるようなメタバース空間を生きる．この
ように「複数の私」がライフとワークを同時間に多拠点
に生きている状況になった．

郊外・地方の家　⇔　東京・都心のオフィス
　　　体　　　　　　　　　頭と心
　（リアル空間）　　　　（メタバース空間）

　居住地の郊外・地方というリアル空間とは別に，仮想
空間に「東京」という巨大な街を生きる．コロナ禍以降，
都市から郊外へのシフト，地域分散が確実に進みだして
いる．しかしこの地域分散は，これまでの地域分散の概
念とは異なる．これまでの，「巨大都市東京」の機能を分
散させる地域分散という概念ではなく，「巨大都市東京」
の機能を東京から離れた郊外・地域で使う，学ぶ，楽し
む，体験する地域分散という概念に変わりつつある．自
分の体は郊外の家にあって，頭・心は都心のオフィスや
コンサート会場や美術館で楽しむ．
　多拠点を同時に生きる時代となっていくなか，解決し
ないといけない課題がある．時間と場の構造変化，新た
な時空間・ライフ・ワークスタイル，生成AI時代におい



ては，これまでの思考・創造プロセスは機能しなくなる．
しかし生成 AIのことを多くの人は誤解している．生成
AIは情報収集・編集作業を飛躍的に効率的にするが，一
級の実践者には勝てない．では，どうする．これから情
報収集・情報融合・想像・翻訳・類推・編集・創造とい
う情報編集・思考・創造プロセスに，生成AIと知的基盤
を組み込んだ新たな価値創造プロセスを再構築していく
必要がある5）6）（図 8）．

（2）リアルの時空間を再構築する
　コロナ時代でのリモートワークの進展に伴う，都心か
ら郊外への移動，時間と空間の構造変化は，ライフと
ワークに関する価値観を変え， 1 人 1 人がWell-Being

（佳く生きる）を求める行動様式が転換することで，リア
ルの時空間が変わろうとしている．その先行事例がある．
　世界の都市がベンチマークする英国エコノミスト誌の
「世界でいちばん住みたいまち」ランキングで例年トップ
テンに入るメルボルンは，世界的建築家であるデンマー
クのヤンゲール氏の指導のもと，「人のためのまち」をめ

ざし，長い年月をかけてまちづくりをおこない，世界に
注目される「世界でいちばん住みたいまち」となった．
家を中心に徒歩や自転車やトラムを使って，健康で文化
的な暮らしに必要な場所（買い物・教育・ビジネスサー
ビス・コミュニティ施設・娯楽・スポーツ施設）に20分
でたどりつける「20分生活圏」プランを策定して，人が
主役のまちに変えていった（図 9）．
　このメルボルンの動きが，コロナ禍を契機に，世界に拡
がりつつある．1人 1人が主人公のナラティブを綴りつづ
けるWell-Beingなまちづくりに，世界は変わろうとして
いる．パリは徒歩15分でワークとライフに必要な場所にた
どりつけるまちづくり，アメリカは2050年までに徒歩10分
で公園や緑地にたどりつけるまちをめざしている．

（3）Well-Being なまちづくりに動き出す日本
　人を中心としたまちに変革しようとする世界に対して，
日本はどうか？日本は江戸時代まで城を核にまちを形成
してきたが，明治時代からバブル経済期の人口成長期ま
で，駅を中心としたまちに転換した．そして人口減少に

図 9　THE�20�MINUTE�NEIGHBOURHOOD（出典：オーストラリ
ア・メルボルン市「プラン・メルボルン」）

図 8　生成 AI 時代の思考・創造プロセス



転じてから，都市機能の集約を目的とした「コンパクト
シティ」「スーパーシティ」をまちづくりの政策の中心に
するなか，コロナ禍に突入した．
　街は固定したものではない．常に変わりつづける．「場
と時間の構造」変化という“コロナ”リセットが，社会
的価値観（人との関係性），人の価値観（人生観・家族
観）を変え，「どう生きる？どう暮らす？どう働く？どう
学ぶ？どう遊ぶ？」という行動様式を見直し，自らのあ
りたい姿，Well-Being（佳く生きる）を追求する暮らし
方・働き方・生き方をめざそうとする動きが増えていく
なか，都心から郊外への人の移動，人を中心としたWell-

Beingなまちづくりが動きだしている（図10）．
　このように家，会社，まちが変わりはじめている．寝
るだけのまちから，働きつつ暮らせるまちに，家を中心
に歩いてまわれるまち，自らが主人公の物語，ナラティ
ブを綴りつづけられるWell-Beingなまちに住みたい・働
きたいと考える人々がまちを変えつつある．

　 1億人の日本人が東京や都心にいるようなオンライン・
5G・DX・メタバースなどがつくりだす「情報空間社会」
と， 1人 1人がWell-Beingをめざすリアル「人を中心と
した30分圏社会」という 2つの社会を同時に生き，Well-

Beingを実現するためには， 4つの創造が必要である．

　■オンライン・AIなど技術を活用した新たな価値の創造
　■地域の人と人・多世代との交流・学びの時空間の創造
　■ リアルとバーチャルを融合したライフとワークスタ
イルの創造

　■Well-Beingを実現する社会システムの創造

　この 4つの創造を核に，家を中心とした「リアル30分
圏社会」を磨きつづけるとともに，1人 1人が綴るWell-

Beingなライフとワークスタイルが，未来社会を創造す
ることになる．すでに，そんな未来に向けた変化はおこ
りつつある6）（図11）．

図11　人を中心としたWell-Being な30分圏社会

図10　Well-Being を追求する暮らし・働き方・生き方への変化



　最後に，皆さまにお訊ねします，「あなたのWell-Being

とは，どのような生き方でしょうか？」―日本の家政学
は，そんな多様な生き方に対して，どのようなWell-

Beingな価値を創造しつづけられるのでしょうか？
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